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言

　

ミズバショウの花の呼吸が青酸や一酸化炭素によって阻害されないだけでなく， その酸素吸収量

がかえって増大することについてはすでに報告した１）
． また， 遠心分離によるこの花のミトコンド

リア分画についても， 青酸無阻害呼吸が示された２）． この特異的な呼吸は通常の電子伝達系のほか

に， ある種の ｂ 型チ トクロームが関与することによって営まれることが推定され４）， さらに， この

ｂ 型チトクロームはミズバショウの花から精製され結晶化された５）
．

美
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ヒトをふくめて生物の酸素呼吸は， 青酸などいわゆる呼吸毒によって阻害を受けるのが一般であ

る．

われわれは， 呼吸生理学の一つの基礎的研究過程として， このような特異的呼吸機作をもつミズ

バショウの花の細胞顕粒について， 遠心分離によるその分画と電子顕微鏡による観察とについてこ

こに報告する．
材 料 と 方 法

　

北海道に自生するミズバショウ （Ｌｙｓｚｒｃ霧Ｚの２

　

ｃの７２Ｚｓ魂のＧＢ７２ｓｅ

　

ｓｃｈｏｔｔ） の， 萄が開き花穂の表面

に規則正しく並んでいる一つずつの花からはおしべの突出する以前の時期の， 花を材料とした，

　

遠心分離による願粒分画のためには， 花穂から花の部分のみをそぎとり， ほぼ同重量の！蓉砕液を

加え， ホモジナイザーを使用して氷冷しながら磨砕し， 綿布を通した櫨液を遠心分離した． 磨砕液

の組成は，０．２５Ｍ 庶糖・０．ｌｍＭ ＥＤＴＡ・０．ｌｍＭ ＭｇＣ１２・０，０２Ｍ アスコル ビン酸・０．０２Ｍ 燐酸緩衝

液 ｐＨ７．８ とした． また， 順粒の細分のために，４０％～１０％の庶糖密度勾配を用いた．

　

各種順粒の同定のためには， 光学顕微鏡による観察， ヨー ド・ョ【 ドカリ液やヤヌス・グリーン

Ｂ 液による染色性， 色素抽出による分光分析等のほか， 電子顕微鏡による観察をおこなった．

　

花の各組織の電子顕微鏡による観察のためには， １％四酸化オスミウム固定のうえ， メチル・メ

タアクリレート３：ｎ－ブチル・メタアクリ レート７の樹脂に包埋し， 切片を作製 した，

結 果 と 考 察

　

ミズバショウの花を磨砕し綿布を通 した櫨液を５００ｘｇ， １０分間の遠心分離によって， 第１図に

示 したような， ４層の沈澱物がえられた． 下層から黄緑色の細胞塊・細胞壁層， 黄色の花粉層， 白

色の澱粉；顧粒層， および， 薄緑色の葉緑体層であった． これらは光学顕微鏡による観察で確められ

澱粉野粒についてはヨー ド・ヨー ドカリ液による染色性からも確かめられた． また， 葉緑体につい

てはアセトンによる色素抽出のうえ分光分析をおこない， クロロフィル ａ および ｂ の存在を確認

した．５００ｘｇ， １０分間の遠心分離上燈液について， 遠心力をさらに増加させてゆくと， 葉緑体破

片とともにミトコン ドリアが沈澱層にあ らわれ， １５，ｏｏｏｘｇ， ２０分間の遠心分離でミトコンドリア

はほとんど沈澱した． そ して， その上澄液は透明帯赤褐色となった， ミトコン ドリアについては，

第３図

　

ミズバツョウの花の模式図

１． 花被

２． めしべ第１図

　

５００ｘｇ，１０分間の遠心

３

彫彩

分離による沈澱層およ

　　　

第２図

　

５００ｘｇ，１０分間上澄液の

　　　　　　　

３， おしべ
び上澄液

　　　　　　　　　　　　　

５，００ＯＸｇ，１０分間沈澱物の

　　　　　　

４． 花の基部
１． 細胞塊・細胞壁層 ４０％～１０％庶糖密度勾配

２． 花粉層

　　　　　　　　　　　　

１，（）０ｏｘｇ，６０分間遠心分離ミ

３． 澱粉駅粒層

　　　　　　　　　　　

による分画

４． 葉緑体層

　　　　　　　　　　　　

１， 澱粉順粒

５， 上澄液

　　　　　　　　　　　　　

２． 葉緑体破片およびミト

　

コンドリア

３． 上層



Ｖｏｌ，２３，Ｎｏ．Ｉ

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ （Ｓｅｃｔｉｏｎｌ工Ｃ） Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒｌ９７２

総燕滴≦－－－－－－／ム

　

ー津

１． 花被の表面部分

　

暮〆繊麗，；； 愛ミ

　

　　　　
　　
　　　

３． めしべの先端部分

　　

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　
　　　

　　　　

　　　　　　

　　　

　

　　　

　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　

　　

　

　

２， 才だ被の中央部分

６， 基部の部分５． 花粉の表面部分

　

第４図

　

ミズバショウの花の各組織における細胞顎粒
ｃ：葉緑体，ｅ：小胞体，・・１：ミトコンドリア，ｓ：澱粉順粒

４， めしべの中央部分
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ヤ ヌ ス ・ グリ ー ン Ｂ 液による染色性から確かめられた，

　

また， ５００×ｇ， １０分間の遠心分離上澄液について， ５，ｏｏｏｘｇ， １０分間の遠心分離をおこない，
沈澱する願粒を細分するために， ４０％～１０％の庶糖密度勾配を用いて１，ｏｏｏｘｇ， ６０分間の遠心分
離をおこなった， その結果， 下層に少量の混在していた澱粉頭粒， 中間層に葉緑体破片とミトコン
ドリア， そして， 上層は淡黄褐色の層とはっきり分離した （第２図）． この上層にはミトコンドリ
ア破片が含まれると考えられる， また， 庶糖密度勾配遠心分離をくりかえすことにより顎粒の精製
が可能と考えられる，

　

遠心分離による顎粒分画の実験により， ミズバショウのこの時期の花の組織には， すくなくとも
澱粉願粒， 葉緑体， およびミトコンドリアの存在が明らかである． 各顎粒とも磨砕および綿布櫨過
等の過程で破損される可能性が充分にあり， 核についてはとくにその可能性が大きいと 考え られ
る． また， この実験では確認されるに到っていないが， ミクロソームの分画のためには， この実験

で用いたよりもさらに大きな遠心力を必要とすると考えられる．

　

それぞれの顎粒の細胞内での存在を確認するために， 花の各部分について電子顕微鏡による観察
をおこなった． ミズバショウの花の一つを模式的にあらわしたのが第３図であり， 花被， めしべ，
おしべ， および， 花基部からなっている．

　

第４図１～６のすべてに共通してみられるように， ミトコンドリアは観察したすべての細胞に見

出された． 花の表面部分， すなわち第４図１および３には葉緑体が見出され， 花の内部， すなわち
第４図２，４および６には澱粉顎粒が見出された． また， 花粉 （第４図５） は他の部分とは異なっ
て， その構造は密であり， その表面は突起でおおわれ， さらに粘膜をもつようであった． 第４図４

には小胞体が認められた．

　

花被の表面部分 （第４図１） にみられた葉緑体はラメラ構造が未発達であり， 未成熟の段階にあ
る葉緑体と考えられる． これに比して， めしべの先端部分 （第４図３） にみられた葉緑体は成熟度

の， よりすすんだ段階にあると考えられる． 澱粉類粒については， 澱粉がその顎粒のほとんどを占

める状態にはなく， 消費されつつあることを示すように考えられる． ミトコンドリアは認められた
すべてについて， その内部は密でなく， また， 動物細胞でみ られるような， はっきりとしたクリス

テの発達が認められない． このことは， ミズバショウと同科であるところの Ａ”〃” の花の電子顕
微鏡による観察６）においても同様である． そ して， このことは分画時などにおいてミトコンドリア

の破損をもたらしやすいと考えられる，

　

ミズバショウの花のミトコンドリア分画の呼吸が青酸無阻害であり２）， また， この分画が ｂ 型チ

トクロームの強い吸収帯を示す３）こと， さらに， この花の各部分とも青酸無阻害呼吸を示し１）， 各
部分すべての細胞にミトコンドリアが見出されたこと等からみて， 自動酸化能をもち青酸不感受性

の ｂ 型チトクロームがミトコンドリアに存在する可能性は強いと考えられる，

摘

　　　　　　

要

　

青酸によって阻害されない呼吸機作をもつミズバショウの花の細胞顎粒について， 遠心分離によ

る細胞顎粒の分画と， 電子顕微鏡による観察とをおこなった．

　

澱粉顎粒と葉緑体は５００ｘｇ， １０分間の遠心分離で沈澱し， ミトコン ドリアは１５，００ＯＸｇ， ２０分間

の遠心分離でそのほとんどが沈澱した．
観察したすべての細胞に多くのミトコンドリアが見出された， 花の表面部分の細胞には葉緑体が，

そして， 花の内部の細胞には澱粉顎粒が見出され， ほかに小胞体が認められた．
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Ｊｏｕｒｎａ

　

この花の細胞類粒について， とくに青酸無温害呼吸との関連において考察した．

本研究をおこなうにあたり， 高橋昭一郎氏および八木正己氏に実験上の援助をいただいた． 記し

て深く謝意を表す．
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